
や
す
よ
し

富
山
・安
吉
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
一昌
山
県
射
水
市

（旧
射
水
郡
大
門
町
）
安
吉

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
六
月
～

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
門
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
尾
野
寺
克
実

・
松
原
哲
志

。
新
宅
輝
久

・
藤
田
慎

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
居
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
五
世
紀
～

一
七
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遺
跡
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び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

安
吉
遺
跡
は
、
射
水
市
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
標
高
約
六
ｍ
の
沖
積
地
に
位
置
す

る
、　
一
五
世
紀
か
ら

一
七
世
紀
に
か
け
て
の
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡

一
帯
は
、
室

町
幕
府
奉
公
衆

（四
番
衆
）
の

小
田
氏
が
領
し
た
下
条
の
地
に

含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
跡
の
北
方
約
七
ｋｍ
に
は
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五

世
紀
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葉
か
ら

一
六
世
紀
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半

に
か
け
て
守
護
代
神
保
氏
の
拠

Ｄ

点
と
な
っ
た
放
生
津
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所
在
す

富

る
。
神
保
氏
は
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明
応
の
政
変

の
際
に
室
町
幕
府
第

一
〇
代
将

軍
足
利
義
植
を
放
生
津

へ
迎
え
る
な
ど
、
幕
府

・
奉
公
衆
と
も
関
係
が
深
い
。

小
田
氏
も
、
明
応
の
政
変
時
に
は
足
利
義
植
方
と
し
て
河
内
の
合
戦
に
も
参
戦

し
て
お
り
、
将
軍
義
植
に
伴

っ
て
越
中
へ
下
向
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
報
告
す
る
発
掘
調
査
は
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町
道
生
源
寺
赤
井
線
の
建
設
に
伴
う
も
の
で

あ
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土
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ど
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る
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五
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は
希
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世
紀
前
半
か
ら
中
葉
に
か
け

て
、
南
北
方
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溝
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辺

一
〇
ｍ
の
方
形
区
画
溝
な
ど
が
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さ
れ
る
。
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紀
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ら
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紀
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半
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め
ら
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れ
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仏
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石
鉢
・
硯
・
砥

石
）
が
出
土
し
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い
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。
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入
陶
磁
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、
今
回
紹
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す
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家
様
花
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さ
れ
た
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存
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な

ど
か
ら
、　
三
ハ
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紀
の
居
館
的
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し
て
い
る
が
、
区
画
溝
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溝
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小
型
の
長
方
形
の
板
材
で
、
上
下
と
も
端
か
ら

一
・
五
釦
の
位
置
に
左
右
か

ら
快
り
が
施
さ
れ
る
。
ま
た
、
上
端
よ
り
二

・
三
伽
下
方
の
中
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に
は
、
小
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る
。
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